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　原則として治療又は手術後の症状が固定した状態で、各障害種別認定ごとの身体障害認定要領

により作成してください。

　７級の障害は、１つのみでは身体障害者福祉法（以下「法」という）の対象になりません（身

体障害者手帳の交付対象外です）が、７級の障害が２つ以上重複する場合又は７級の障害が６級

以上の障害と重複する場合は、法の対象となります。

　診断書の「⑤総合所見」の将来再認定については、障がいの程度（等級）に軽快・改善等が生

じることが予想される場合は、再認定の時期について記載してください。障がいの程度に変化が

ないと予想される場合、又は悪化が予想される場合は、再認定は不要となります。再認定につい

ては、「Ⅵ熊本市身体障害者障がい程度再認定事務処理要領」（　　頁）を参照してください。

診断書が必要です。（４頁「身体障害者診断書・意見書を作成できる身体障害者福祉法第 15 条

指定医師の診療科名」参照）
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